
   年   月   日 

名古屋大学情報連携本部長 殿 

 

テスト用名古屋大学認証基盤サービス（LDAP）利用申請書 

 

テスト用名古屋大学認証基盤サービス（LDAP）の利用申請をいたします． 

 

なお，発行されたＩＤ・パスワードの管理を厳重に行うとともに申請目的以外の使用は行いません． 

 

記 

 

1. テスト用名古屋大学認証基盤サービスを利用して提供するサービスの名称及び概要 

 

サービスの名称                     

 

 

 

2. 希望利用期間： 発行日 ～    年   月（最長年度末まで） 

 

3. サービス管理者（事務連絡窓口） 

① 氏名                   

② 所属                   

③ 連絡先 電話番号              E-mail                         

 

4. LDAP-SSL 

利用する / 利用しない （どちらかを丸で囲んでください） 

※ LDAP-SSL とは，通常の LDAP サーバと負荷分散装置の SSL アクセラレータ機能を組み合わせた暗号

化方式です．LDAP-SSL を使用することで，よりセキュアな LDAP 通信が可能です． 

 

5. LDAP認証情報 

現在利用している名古屋大学認証基盤サービス（LDAP）で使用している LDAPバインド識別名  

                    /   利用していない 

 

※ ホスト名 / IP アドレス及び属性は現在利用している名古屋大学認証基盤サービス（LDAP）のバイ

ンド識別名の設定をそのまま引き継ぎます．IP アドレスや属性の追加等のご希望がある場合は，下

記にご記入ください． 

※ 現在，名古屋大学認証基盤サービス（LDAP）を利用していない場合は，使用するサーバのホスト名 

/ IPアドレス及び利用を希望する属性を下記にご記入ください． 

 

・ ホスト名                  IP アドレス                   

・ ホスト名                  IP アドレス                   

・ ホスト名                  IP アドレス                   

 



【提出先】 

Mail ：ldap-cas-tanto@icts.nagoya-u.ac.jp 

 

【本件問い合わせ先】 

情報推進部 ITヘルプデスク 

TEL ：052-747-6389（ダイヤルイン） 

Web ：https://qa.icts.nagoya-u.ac.jp/ 

相談分野「名古屋大学 ID（名大 ID）」→「認証基盤サービスについて」 

Mail ：it-helpdesk@icts.nagoya-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. テスト ID 

① 必要とする区分および個数 

教員：       個 

職員：       個 

学生：       個 

② 別途，テスト ID に関する希望がありましたら，記入をお願いします． 

例：特定の所属のテスト ID が欲しい等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――管理者記入欄――――――――――――――――――――― 

BIND ID                      

受付日                      

作業日                      

属性名 取得後の保存の有無 備考 

   

   

   

   

   

   

   


